
纏えた！ノ、レー彗星
　見えた！西の空。木星のすぐ近くに。キラキラき

れいだね。ほんとかい？静かに息を殺して見るとい

い。あった！でもね…すうっと消えてしまうんだ。

「どこまで見えるかやってこらん」そんな声が聞こ

える。

　ハレー彗星。限りない夢とロマンをのせて、76年

ごとに地球とランデブー。人類はそのつど出迎える。

数々のエピソードを残して。

　「一コマをありがとう。2061年7月まで元気でね

……
v午後6時40分、子どもたちはハレーに工一／レ。

　　　　〈星空の観測教室／幸脇小学校・17日〉
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市民生活の安定をはかるために
　　　　　　　　　　　　　　　　　日向市議会議長柏田利彦

　輝かしい昭和61年の新春を寿ぎ謹んで新年のごあいさつを申し上

げます。

昨年、市議会構成の改選により、三たび議長の職を仰せつかり、

議会の円満な運営と市政の伸展を第一義として誠心誠意努力して参

りました。おかげをもちまして大過なく越することができ、これもひとえにみなさまのご支援、

ご協力の賜と深く感謝申し上げます。

　回りみますと、昨年は景気は回復基調にあると言われながらも、商工業等を取り巻く環境は

1繋1懇ll病弊麹懸讃i繭蕪ヒ
協力、ご尽力の　（i垂三三轡齢　‘里区　　　　慧　　　・縦　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一厳一歩前准i瀦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おゆ

すことは誠に善1膠…感謝鍵表・次回　　ま藏。　　　　　　　　　　　　、　　　、、、
　市議会といたしましても、旧年に倍して市民の福祉増進、生活の安定をはかるため、行政当㍉

局と相携えて最大の努力を傾注する所存であります。また、私もことしは年男。・気を新たに懸

命に力を注ぐ覚悟であります。、

　どうか市民のみなさまの一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、

欝轡『ま曝三脚騨蹄羽冠騨鳶捲1

。、　回

忌轡驚ζ噸鴨

活力ある住みたくなる都市づくりを

日向市長宮本増雄

　昭和61年の新春を迎え、謹んでお喜びのごあいさつを申し上げま

す。

　みなさま、お健やかにご越年のことと存じます。昨年は、市民各位

の温かいご支持をいただき、市長就任二期目の初春を迎えることが

　　　　　ができました。

　　　　　　回りみますと、わが郷土日向市も、

雌盛山出した0議二刀
　　…の　　震謡一　　　　　欝　　　境

　　　　．螺　癒．　　　　・6・　彫・　覇

　　…　ぴ軸嘩　　、動’．・・選　義の・

　　　　　　・　　．の　・　　殉i・．

　　達　　　　　　　　　　　　　　　　畢

力あるコ　雰。ほ渇市．璃鴇・
　なお、行政改革など多ぐの難韓
　　　　　　　　　　　　　　　礪電、“

鯛一以審35鯛を埋え・人国抽　　　　　　　　　　　　　　　　ooを遜霧鵡譲
位⑫謬　　　・　と鼠’　蚕　謝　　惹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱
を尽くし、市勢発展をはかる決意でありま

き、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ

’灘憲回忌両脚亜rρ中凱旋のコ『康とこ葬繍懸 ρ震

・ヒ鍾

陣三管望粥鼠　　∴
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1
1

助
役
に
福
田
氏
を
再
選

同

の
建
設
ス
タ
ー
ト

　
昨
年
の
十
二
月
定
例
市
議
会
で
、

任
期
満
了
と
な
っ
て
い
た
日
向
市
助

役
に
、
福
田
憲
司
郎
氏
（
6
0
歳
・
原

町
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
幸
町
出
身
で
県
立
延
岡
商

業
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
二
十
七
年

九
月
に
日
向
市
職
員
。
人
事
主
幹
、

財
政
課
長
、
企
画
課
長
な
ど
を
歴
任

し
て
五
十
六
年
十
二
月
、
助
役
に
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
二
期
目
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

広
場
や
野
外
音
楽
堂

　
市
は
、
今
月
九
日
、
東
部
地
区
総

合
公
園
（
通
称
・
日
向
岬
多
目
的
広

場
）
の
建
設
に
着
工
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
が
五
十
六
年
度

か
ら
手
が
け
て
き
た
「
日
豊
海
岸
観

光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
事

業
」
の
中
の
一
事
業
で
、
鉱
さ
い
や

不
燃
物
捨
て
場
と
な
っ
て
い
た
米
の

山
東
側
の
中
中
を
造
成
、
整
備
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
し
て
お
ら
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
総
面
積
八
万
二
千
五
百
平
方
層
の

敷
地
に
は
、
三
万
四
千
平
方
．
レ
の
芝

生
広
場
を
は
じ
め
、
五
千
人
収
容
の

野
外
音
楽
堂
、
二
か
所
に
三
百
五
十

台
収
容
で
き
る
駐
車
場
、
休
憩
所
、

ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
。
さ
ら
に
、
日

向
市
へ
の
転
入
者
が
ふ
る
さ
と
の
木

を
植
樹
す
る
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
コ

ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
総

事
業
費
は
三
盛
】
千
五
百
万
円
。

　
現
在
、
自
衛
隊
（
第
三
〇
五
施
設

隊
）
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
造
成
工

事
は
、
六
月
末
に
完
了
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
計
画
で
は
六
十

四
年
三
月
を
メ
ド
に
、
各
施
設
を
完

備
、
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
日
豊
海
岸
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

東部地区総合公園完成図
　／へ　・ゾ　　ハ

米
の
山
頂
へ
　
　
伊
勢
ケ
浜
へ

細
島
・
桜
ヶ
丘
線
が
開
通

　
市
が
、
細
島
地
区
に
工
事
を
進
め

　
て
き
た
仮
称
・
桜
ケ
丘
通
線
が
こ
の

　
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

“
　
新
設
さ
れ
た
道
路
は
、
細
島
小
学

校
東
側
を
起
点
に
地
蔵
区
の
背
後
を

抜
け
、
桜
ケ
丘
公
園
入
り
口
に
至
る

延
長
四
百
十
二
層
、
畠

員
六
号
。
途
中
に
は
、

約
二
十
台
収
容
可
能
な

駐
車
場
も
設
け
て
あ
り

ま
す
。

　
細
島
地
区
の
高
台
は
、

住
宅
が
密
集
し
、
そ
の

間
を
幅
一
・
下
弓
ほ
ど

ン
施
設
整
備
事
業
は
、
埋
も
れ
た
観

光
資
源
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
、
市
が

総
事
業
費
十
数
億
円
を
か
け
て
五
十

六
年
か
ら
進
め
て
き
た
事
業
で
、
整

備
区
域
は
、
お
お
む
ね
日
向
岬
か
ら

美
々
津
海
岸
に
至
る
日
豊
海
岸
国
定

公
園
の
↓
部
．
、

　
こ
れ
ま
で
に
、
米
の
山
・
櫛
の
山

の
駐
車
場
や
御
門
ケ
浦
公
園
の
整
備

を
は
じ
め
、
馬
ケ
背
遊
歩
道
の
整
備
、

日
向
岬
周
遊
道
路
の
全
面
舗
装
工
事

な
ど
の
各
事
業
を
終
え
て
い
ま
す
。

　
多
目
的
広
場
が
完
成
す
れ
ば
、
日

向
岬
観
光
コ
ー
ス
の
憩
い
の
広
場
と

し
て
、
市
民
の
み
な
ざ
ん
や
県
内
外

の
観
光
客
か
ら
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ガ顎hノこ「

の
小
道
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
だ

け
で
、
災
害
時
に
備
え
て
の
幹
線

が
な
く
ま
た
、
日
常
生
活
の
面
か

ら
も
地
域
住
民
は
不
便
を
強
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
地
元
か
ら
の
強
い
要

望
に
応
え
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら

工
事
費
約
六
千
万
円
を
か
け
て
進

め
て
い
た
も
の
で
す
。

　　

@．

�び

．
噸
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所得税の確定申告

正しく申告・早めに納税

　　　　2月16日～3月15日

　
昭
和
六
十
年

分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、

二
月
十
六
日
d
D

か
ら
受
付
が
始

ま
り
ま
す
，

　
税
務
署
で
は
、

申
告
書
用
紙
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
と
も
こ
、
目

　
　
　
一
「
　
　
士
T

談
案
内
日
を
お

知
ら
せ
し
て
い

ま
す
、
申
告
書
が
送
っ
て
き
た
か
た

は
、
必
ず
書
類
に
目
を
通
し
、
指
定

さ
れ
た
日
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
．
．
指
定
日
に
済
ま
せ
る
と
、
申

告
期
限
の
三
月
十
五
日
（
土
）
間
近

に
な
渚
．
て
、
遠
く
か
ら
税
務
署
ま
で

出
向
く
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
長
時

間
待
つ
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

申告相談日程表

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で
一

年
間
の
所
得
と
そ
の
税
額
を
正
し
く

計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い

う
制
度
で
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た

り
、
ま
ち
が
っ
た
申
告
を
し
た
り
し

ま
す
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
ま
で
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
書
は
正
し
く
計
算
、
記
入
し

て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

税
金
は
、
三
月
十
六
日
（
土
）
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も

ら
’
．
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合

計
額
が
、
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
夫
婦
間
で
居
住
用
不
動
産

の
贈
与
が
行
わ
れ
た
と
き
や
、
父
母

な
ど
か
ら
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を

受
け
た
場
合
な
ど
で
、
一
定
の
条
件

に
当
て
は
ま
れ
ば
贈
与
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
．
、

贈
与
税
も
忘
れ
ず
に

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
期
限
は
、

三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
．
、

市
県
民
税
は
％
か
ら

　
一
方
、
市
県
民
税
の
申
告
は
二
月

十
四
日
か
ら
左
表
の
と
お
り
始
ま
り

ま
す
。
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

か
た
、
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に

収
入
の
あ
る
か
た
、
給
与
所
得
者
の

う
ち
、
勤
務
先
の
事
業
主
か
ら
市
税

務
課
に
給
与
明
細
書
の
提
出
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

か
た
．
．
な
ど
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
未
申
告
だ
と
、
市
営
住
宅
入
居
時

の
所
得
証
明
、
国
民
健
康
保
険
税
の

確
定
、
児
童
手
当
の
判
定
な
ど
に
支

障
を
き
た
し
、
た
い
へ
ん
不
利
に
な

り
ま
す
．
、
忘
れ
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
．
、

　
■
帳
簿
、
領
収
書
、
証
明
書
な
ど

が
必
要
で
す
。
正
し
い
申
告
で
正
し

い
所
得
を
計
算
す
る
た
め
に
、
今
か

ら
準
備
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
．
ゾ

　
■
相
談
は
左
表
の
と
お
り
行
い
ま

す
が
、
指
定
日
に
来
れ
な
か
っ
た
か

た
は
期
間
中
に
限
り
市
税
務
課
で
も

受
け
付
け
ま
す
．
、
な
お
、
最
終
三
日

間
は
会
場
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
最

棚籍が行う申告相談

■贈与税

　　レと　　き　2月5日、6日　午前9時から

　　　　　　　　午後4時まで

　　レと　ころ　市・勤労青少年ホーム

■所得税

　レと　　き　2月17日～22日　午前9時から

　　　　　　　　午後4時まで（ただし、22日は

　　　　　　　　正午まで｝

　レところ　市・中央公民館ホール

月日　曜　　時　　　間　　　場　　　所　　　　地　　区　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．

　　9：30－15；・・曽根∫・騰1贈搬〔曽繍「縄1｛】紬、金一一一　　　　　一一一．　　　一一・一一一一．一一

@　9：30～15：00’細島公民館　清正・吉野［ll・地蔵

2．14

黶@一　　一←

@　　　9：30～12：00　農村婦ノ＼の家　中　村

@17　月

X：00～16：00　市役所税務課　北　町

9・3・一12…新肺会館署員’盾径獅’助巣’　　　　　　　　　　　一

18　火　13：30～16：00　南日向公民館　笹野東・中・西・金ケ浜・本宮

9：00－16：00　市役所税務課　都　町

　　　一　　一　　．

P9　水　13；30～15：00　三瀬公民館　余　瀬

9；00～16：00　市役所税務課　一L　町

9：30～12：00　永田公民館　　永　田

　　　『　　．

Q0　木　14：00～16：00　田の原公民館　田の原

X；00～16：00　市役所税務課　本　町

9：30～12：00　鵜毛公民館　鵜　毛

　　　　　一

@　　　9：00～16：00　市役所税務課　中町・南町　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　一　　　　一　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　旧堀一方ド浜町・伊勢ケ浜・
@　　　9：30～15：00　堀一方公民館　　中堀町・平野町・山手町・堀　　　　　　　　　　　　　　　　　．方・」F野・深溝・

Q5．

ﾎ＿
9：30～12：00　櫛の山醜集会所　公園通り・櫛の山団地

　　　　9　：30～12　：00　　j重　見公民謹呈　　」重　　見

Q6　水一

　　　13：30～15：30　西111こ公民館　西U1内

Q7　木一

9：30～12：00　亀崎公民館　亀崎東・中・南・向江町1．2

13：30～16：00　　畑　浦公民二丁　　畑　　浦

9：3G－15：00　高松公民館　高松・宮の下・落鹿　　　　　一　　　一　一　　．　　　　　．　　　　　　一　．　　　　　　．

　28　全　　　ムー

@　　　13：30～16：00　美砂公民館　美砂・曙
R．3　　　　目　　　　　　　　　一．一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　一一．

@　　　9．；30～12　：00　　梶　尋（∫こ民　鐘官　　　梶　　　オく　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　一　一　　．

@4　火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中原・広見・東西草場・高見僑　　　　　9　：〔＞0～16：00　市役所委員会室　　　　　　　　　　　　　　　　　　通り・春原町・花ケ丘・日向台　．　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　9：30～12：00　松原公民館　松原・沖町
V　金

13：30～16：00　比良公民館　比良・lll路団地

10　月　9：30～15：30　江良公民館　江良町・永江町・永江

ll火9・3・一16…往還娠館苧1早諾観’山下’山下町

13…木…

14…・i・…一16・。中央公。，、上記日までに申告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　できなかった人
P5：土　　　　　　　　l　　　　　　I　　　　　　　　　　i

7　金

9：30～12：00　松原公民館　松原・沖町

13：30～16：00比良公民館比良・lll路団地

10　月　9：30～15：30　江良公民館　江良町・永江町・永江

ll火9；30～16：00往還公民館 往還・往還町・山下・山下町
1・長江団地

12…水　9：30～16：00：下原町公民館…原町・鶴町・新生町・高砂町

13…木…

　　　14！金19：00～16；oo中央公民館

15：土

上記日までに申告

できなかった人

線う日章のま奔逸くにま年か■せ日
一わなで中た従まは
逸しつにのは冒し土
’くて市給’員よ曜

五はい税目従をう日
一’ ﾜ雪明業雇。で
五市す課聖句つ
）税。へ書にて
へ務　　提を支い
。課　　出　’払る

　＿　　す一つ事
　含　　る月た業
　内　　よ末六主

す

の

で

早
め
に

済

・・ @　瑞　　60年分青色決算説明会は、1月30日に市中央公民館で（時間・1回目が午前10時から、2間・1回目が午前10時から、2回目が午後1時から）

、
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＼
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一
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瓦

お棚拝見⑩　癖
藁

〈シンピジュウム〉
、

日知屋・公園通り

児玉弥生さん㈲

尋
－
信
田
巳
皐

撃1翼

　
宮
崎
の
知
人
か
ら
一
鉢
い
た
だ
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
…
。
も
う
1
0
年

も
前
の
こ
と
で
す
。

　
「
ス
バ
レ
ー
」
と
い
う
品
種
で
、

ピ
ン
ク
の
花
が
と
て
も
き
れ
い
だ
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
翌
年
も
咲
か
せ

て
み
よ
う
一
と
思
い
ま
し
て
ね
。

大
事
に
育
て
た
と
こ
ろ
、
期
待
に
応

え
て
く
れ
て
…
。
う
れ
し
い
田
い
い
で

し
た
。

　
以
来
、
株
分
け
し
て
交
換
し
た
り
、

買
っ
た
り
し
て
少
し
ず
つ
種
類
を
増

や
し
、
今
ま
で
は
お
よ
そ
1
0
種
類
、

20

ｫ
ほ
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
用
土
は
、
ボ
ラ
土
に
赤
玉
土
を
ち

ょ
っ
ぴ
り
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
用

い
、
肥
料
は
、
市
販
の
固
形
（
油
か

O
魯
1
一
蟹
1
皐
三
蓋
－
与
－
一
。
霞

め
叢
の
虐
の
泥
か
メ
昌
昌
1
⑩

残りものを有効に！

　　一酢　豚一

向江町2丁目

坂口百合子さん㈲

＜材　料＞4人前

豚の角切り………200g

にんじん………中1本

玉ねぎ………中2個
ピーマン・……・・3　個

キュウリ………2
．本：

ノぐイン〔一缶詰｝・・・…　2　千気

竹の子………適宜
片くり紛………適　宜
しようカご一・・・…づ産三 宜二

青　　ね　　ぎ………適　宜．

、

じ

●調味料
水…………・

ケチャノブ．・

酢・…………
吾少　　　　　雫唐・　・…

しょう油・…
塩こしょう・・…

200cc

120cc

・80cc

・・
T09

・適宜

・適宜

残りものを利用して、手軽にできるア

、よく食卓に並ぶメニューで、2人
から「お母さんは酢豚料理のエキス
」なんて言われてしまいます。

昼
畠
一
遍
蟹
睡
皐

りをしょう油、砂糖、酒に30分く

味をつける．

にして、油でサッと揚げる．

は、つけ汁を切って片くり粉をま
う

部ボールに入れ混ぜる。

でといておく．

工を入れ、すりおろしたしょうか

す
と
骨
紛
の
混
合
）
の
も
の
を
4
月

と
6
月
に
。
ま
た
、
液
肥
（
ハ
イ
ポ

ネ
ッ
ク
ス
）
を
4
月
置
ら
1
0
月
に
か

け
て
月
2
回
ほ
ど
与
え
て
い
ま
す
。

　
水
や
り
は
、
夏
が
毎
朝
、
冬
は
3

日
に
一
回
が
目
安
。

　
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
4
月

初
旬
か
ら
霜
の
お
り
る
直
前
（
1
1
月

初
旬
ご
ろ
）
ま
で
戸
外
に
出
し
、
午

前
中
の
日
射
し
に
十
分
当
て
る
こ
と

と
、
1
0
月
に
水
や
り
を
控
え
る
こ
と
．
、

そ
う
す
れ
ば
、
花
芽
が
つ
き
ま
す
。

　
冬
は
南
側
の
暖
か
い
室
内
に
取
り

込
み
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
で
こ
と
し
も
順
調
。
も
う

す
ぐ
花
時
期
で
す
。
主
人
共
々
、
咲

き
揃
う
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
挙
一
騒
郊

　
　
　
が
　
を
　
⑤
　
　
れ

にんじん、玉ねぎ、竹の子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊃
部
で
④
る
れ

　
　
　
　
　
切
下
り
り
る
全
水
に
れ
入

。
も
ち
ノ
．
〉
角
て
切
切
げ
を
を
ン
入
を

　
　
の
理
で
た
ね
方
の
し
乱
角
揚
料
粉
パ
を
③
　
ピ
る
が
料
で

　
　
庫
料
家
も
だ
り
肉
た
は
の
で
罵
り
イ
ぎ
に
⊃
　
げ
こ

　
　
蔵
ツ
が
ど
ト
作
豚
ひ
菜
肉
油
置
く
う
ね
ぎ
る
ら
上
こ
後
い

　
　
冷
ア
わ
子
一
く
①
い
野
閲
し
各
片
フ
青
つ
れ
さ
仕
く
最
と

　
　
　
　
ツ
　
の
パ
　
　
ら
②
③
ぶ
④
⑤
⑥
と
⑦
入
⑧
で
　
　
る

こ
の
ベ
ー
ジ
は
浅
み
な
さ
ん
が
つ
く
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

にピーマン、キュウリ、パインを加え、
げる、

こがポイント〉

に料理が冷めないようサラダ油を少し入
いでしょう。

一一
ウ

　一ひょっとこ翻りが上手に
遅れるんだ。だれにも負
ナな♂よ。

（
日
知
屋
・
曽
根
）

黒
木
秀
孝
・
英
子
さ
ん
の

長
男
詠
治
く
ん
（
2
歳
6
か
月
）

みんな

｛
　　

@　

｠
ん
啓
く
1
ん

同
圓
国
ヒ
⑩

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
り

　　

@　

E
あ
曜
ん
け
ち
轟

一
φr■回出自i晒

｛ 、
」
つ

て
だ

っ
友
、
・

通
δ
気

こ
と
亘

（
幸
脇
）

赤
木
隆
教
・
恵
子
さ
ん
の

長
女
絵
美
ち
ゃ
ん
（
2
雪
か
月
）

彦報女誓
　中央公民館

　　　ひまわり俳句会

’
蕊

　
　
　
　
砲
ρ
）
．
．

　
　
　
　
㌔
・
み
，

雇

ρ

し
《
即
）

　
　
、

冬
銀
河
女
ば
か
り
の
梯
子
酒
　
　
　
　
　
　
☆

　
　
　
　
　
那
須
　
弘
枝
（
財
光
寺
）

　
あ
か
し

三
三
影
絵
と
な
り
し
山
の
寺

買
物
の
・
モ
失
踏
年
避
長
江
団
地
）
“
㎝

　
　
　
　
　
日
高
　
通
子
（
中
堀
町
）
　
☆

嫁
病
ん
で
欠
か
さ
ぬ
詣
り
鴨
の
水

　
　
　
　
　
岩
切
　
秋
子
（
往
還
）

い
く
度
も
筆
替
え
て
書
く
年
賀
状

　
　
　
　
　
秋
吉
　
　
郁
（
高
見
橋
通
り
）

ハ
　
の∈

ρ

ド
ぴ

辿1
「11，，”

タ■一』

一
☆

螺
■

●

写
団
ひ
む
か

⑲

醜
攣
、

つ
法
報
か
ゆ
う
が
も
に
霧

r
箆
絡
先
、
甫
総
務
擦
旧
記

綴
2
2
2
）

，発足はいつですか

　60年2月です。

，サークルのようす

　現在、会員は10名。38歳から77歳までのやさし

いシャッターマンです。例会は毎月10日で、作品

を持ち寄りミニコンテストを開きます。手抜きし

た作品には厳しい評価が……！？

　また、年2回、技術の向上と会員の親朴を深め

る目的で撮影旅行に出かけます。昨年は、被写体

を求めて国東、大崩、阿蘇などへ旅しました。

　市内にもすばらしいモチーフは豊富、中でも日

向岬の柱状岩はいいですね。あの直線（節理）は

最高。これまでに15回くらいトライしたかな。

　夢は展示会。それも一般のかたがたから見ても

られるような形で。必ず成功させますよ．

，PRをどうぞ

　会費は月1，000円。フォトマニア、初心者（特に

女性）大歓迎です。一緒にエンジョイしませんか一

　連絡先は福田実会長（財光寺山下暦54－7330）

まで。

一7一広報Uゆ6

ρ

鯉

麟“礪賜曜
の即

桃w
傷

嗣

ト
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日知屋城跡

文化財についての問い合わせば市社会薮育読響内線423）へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
の
コ
じ

　
戦
国
時
代
の
日
向
国
で
は
、
都
於

こ
お
り

郡
（
西
都
市
）
を
本
拠
地
と
す
る
伊

東
氏
と
都
城
盆
地
か
ら
宮
崎
平
野
に

進
行
し
よ
う
と
す
る
島
津
氏
が
各
地

で
戦
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
の
伊
東
氏
は
、
宮
崎
平

野
の
大
部
分
を
支
配
し
、
要
所
に
城

を
構
え
て
外
敵
の
侵
入
に
備
え
て
い

ま
し
た
が
、
日
知
屋
城
も
そ
の
中
の

一
つ
で
し
た
。

　
昨
年
、
復
元
さ
れ
た
東
諸
県
郡
綾

町
の
「
綾
城
」
は
、
当
時
の
城
の
代

表
的
な
モ
デ
ル
で
す
が
、
日
知
屋
城

の
場
合
は
古
い
記
録
や
絵
図
な
ど
が

残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
ん
な

城
だ
っ
た
の
か
く
わ
し
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
も
っ
と
も
、
現
在
の
地
形
か
ら
み

て
、
大
規
模
な
建
物
が
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
で
も
城
跡

の
あ
ち
こ
ち
で
室
町
時
代
か
ら
戦
国

時
代
の
「
茶
わ
ん
」
や
「
皿
」
な
ど

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
昨
年
、
中
央
公
民
館
の
高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講
さ

れ
た
か
た
が
、
城
跡
の
文
化
財
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
も

宋
や
明
（
中
国
）
か
ら
輸
入
さ
れ
た

青
磁
器
や
古
備
前
焼
の
す
り
鉢
な
ど

を
多
数
発
見
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
十
八
年
の
夏
に
は
、
城

跡
の
西
に
接
す
る
野
道
遺
跡
が
県
道

（
小
倉
ケ
浜
・
仙
ケ
崎
線
）

の
開
通
工
事
に
先
だ
っ
て

発
掘
調
査
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
時
に
も
、
日
知

屋
城
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期

の
青
磁
器
や
陶
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で

は
、
当
時
の
屋
敷
跡
と
み

ら
れ
る
建
物
の
四
穴
や
石

垣
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
知
屋
城

の
戦
国
武
将
た
ち
は
、
日

常
生
活
を
野
僧
で
過
ご
し
、

敵
が
攻
め
て
く
る
と
城
に

こ
も
っ
て
応
戦
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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、
♂

矯照覧
嘱噸

感、巾離

鼠
国

憲
瀞
毒

んなして生かそビリルーム

・
目

仁
遮

距；き、羅、

秘ヒ瓶・“こ

　　　ゴ遜
璽

／；・

磨

麺

繧踊
▲お年寄りヘプレゼント　陰山‡学擾の生徒会が、引際α2月26E

　特別養護老入ホー一’永弄麹一を訪問．矧昌に文七祭で行った蒙

　合唱、翻りなどをお圧寄りの葭で披冠しました。

　　同校は、而から社会福祉普及推進咬の指定を受けています。

塗憲
▲冷たい海ヘザンブ
　イ　　　　2ご・金ケ浜濫Zk
　参OOした巽交25、

たい濫ヘザンフリー

りました．　　　－

▼新春書き初め大会　iヨ肉旭区教育

　書道書き初め大会が、6ヨヨ句、

　入隅地区の9会場で行われました。

臥鑓葦囲
「
沸
㍗

擢
悔軒曲、

態剥

▲おめでとう20歳　15日は成人の臼。式典が行われた売の中央公民館には、あ

　でやかな振り袖に身を包んだギャルや、スーツ姿の男唯で埋まりました。
　　弔『でことし20歳を迎えた若者は男r79人．夏291人の計4ア0人です。

驚

＜しばし雅びの世界に

　　5日、市の中央公民館で

小倉百人一首大会が開かれ
　ました。

　　参加者約30人は、延岡干

鳥会から指導に訪れた柘植

逸郎さんの読み手に合わせ

て、ハイツ…。しばし雅び
の世界を楽しんでいました。

▲葉たばこの共同種まき　而たばこ生産組合は17

　日、秋留で葉たばこの共同種まきを行いました。

　　増量剤と混ぜ合わせた種は、生産農家のみな

　さんの手で温室内に敷きつめたマットへ……。

　2か月後には畑へ植え込まれます。

ご

増
え
続
け
る
心
臓
病

成
人
病
予
防
週
間
2
月
1
日
～
7
日

前
ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
蔵
病
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
と
い
え
ば
、
成
人
病

の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　
現
代
は
”
成
人
病
の
時
代
”
と
い
わ
れ
ま
す
。
四
十
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
病
気
と
隣
り
合
わ
せ
て
腰
か
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ
と
い
え
な

く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
で
も
”
三
大
成
人
病
”
と
い
わ
れ
る
三
悪
ト
リ
オ
の
死
亡
率
を
み
て

み
る
と
、
近
年
、
脳
卒
中
の
死
亡
率
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
心

寄
病
は
増
加
の
カ
ー
ブ
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
の
統
計
で

は
、
①
ガ
ン
　
②
脳
卒
中
　
③
心
臓
病
の
順
位
で
し
た
が
、
六
十
年
に
は

二
位
と
三
位
が
逆
転
し
、
心
臓
病
が
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

験
霧
擦

　
心
臓
病
と
い
，
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
成
人
病
と
し
て
特
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、

虚
血
性
心
疾
患
で
す
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
す
。

　
□
狭
心
症

　
心
臓
に
分
布
す
る
冠
状
動
脈
が
け

い
れ
ん
を
お
こ
し
た
り
、
動
脈
硬
化

に
な
っ
て
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る

●
0
　
　
　
　
　
　
9

。
　
　
貼
。

＆
“
・
●

。
　
り
4
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と
、
心
臓
の
筋
肉
は
酸
素
不
足
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
狭
心
症
で
す
。

□
心
筋
梗
塞

　
冠
状
動
脈
の
一
部
門
が
完
全
に
つ

ま
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
動
脈
か
ら

酸
素
や
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
心
筋

が
障
害
を
う
け
ま
す
。
こ
れ
が
心
筋

梗
塞
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
虚
血
性
心
疾
患
は
、

欧
米
で
は
極
め
て
多
い
病
気
で
、
日

本
の
心
臓
病
も
、
こ
の
欧
米
型
の
仲

間
入
り
を
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
、
食
事
内
容
が
欧
米

化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
や
、
職
場
や

社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が

増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

弗
記
製
陶
っ
を

　
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を

し
、
家
へ
帰
っ
て
好
き
な
酒
を
一
杯

や
り
、
床
に
つ
い
た
と
思
っ
た
ら
突

然
心
臓
発
作
に
見
舞
わ
れ
て
急
死
i

l
心
臓
病
に
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
心
臓
病
も
、
他
の
成
人
病
と
同
じ

よ
う
に
”
早
期
発
見
”
が
た
い
せ
つ

で
す
。
早
い
時
期
の
症
状
は
大
き
く

次
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
①
息
切
れ
　
②
む
く
み
　
③
胸
痛

　
④
動
悸
　
⑤
脈
の
不
整
で
す
。

　
う
ち
、
”
息
切
れ
”
と
“
む
く
み
”

は
血
液
を
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ
と
し

て
の
心
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
場

合
の
症
状
で
す
。

　
”
胸
痛
”
は
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素

不
足
が
起
き
た
と
き
に
感
じ
ら
れ
、

胸
全
体
が
ジ
ワ
ー
ッ
と
し
め
つ
け
ら

れ
、
特
に
胸
の
中
央
に
あ
る
胸
管
の

裏
側
に
熱
い
鉄
の
塊
が
入
っ
て
い
る

よ
う
だ
と
表
現
す
る
人
が
多
い
と
い

い
ま
す
。

　
”
動
悸
”
は
”
息
切
れ
”
と
一
緒

に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

脈
の
乱
れ
が
あ
る
と
き
に
も
起
こ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
症
状
が
あ
る
と
、
心
臓

病
が
疑
わ
れ
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
ほ

か
の
病
気
と
の
関
連
か
ら
も
起
こ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
お
か
し

い
な
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
専
門
の

病
院
で
精
密
検
査
を
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
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社
会
教
育
に
お
け
る
同
和
教
育
は

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　
（
回
答
〉

　
近
年
、
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
、

社
会
教
育
に
参
加
す
る
人
々
が
増

え
、
各
地
で
自
発
的
な
学
習
意
欲
を

基
盤
と
す
る
多
種
多
様
な
学
習
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
　
「
宮
崎
県
同
和
教
育

基
本
方
針
」
に
則
し
、
国
民
一
人
一

人
が
同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
の
解
決
に
当
た
る
よ
う
各
種
の
学

級
・
講
座
な
ど
で
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
基
調
と
す
る
学
習
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
よ
う
努
あ
て
い
ま
す
。

　
各
市
町
村
で
は
、
住
民
の
同
和
問

題
に
関
す
る
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
意
欲
を
満
た
す
よ

う
な
学
習
機
会
を
数
多
く
提
供
し
、

同
和
地
区
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
地
域
社
会
で
同
和
教
育
を

推
進
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
学
習
の
方
法
は
、
広
く
多
数
の
人

々
を
対
象
に
し
た
同
和
問
題
講
演
会

な
ど
の
ほ
か
、
一
般
的
に
は
公
民
館

な
ど
で
開
設
さ
れ
る
学
級
・
講
座
に

お
い
て
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基

調
と
す
る
学
習
を
取
り
入
れ
る
一

と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学

級
や
講
座
に
は
、
同
和
問
題
だ
け
を

年
間
を
通
し
て
学
習
す
る
場
合
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、
一

般
教
養
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の
学

習
を
主
と
す
る
青
年
教
室
、
婦
人
学

級
、
家
庭
教
育
学
級
、
高
齢
者
教
室

な
ど
や
、
園
芸
、
着
付
、
コ
ー
ラ
ス
、

民
謡
な
ど
の
趣
味
の
講
座
な
ど
に
時

間
を
設
定
し
て
学
習
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
和
問
題
の
学
習
は
、
内
容
を
部

落
差
別
の
歴
史
や
実
態
の
み
に
限
定

せ
ず
、
同
和
問
題
と
日
常
生
活
と
の

か
か
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
学
習
を
計
画
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
教
育
学
級
（
小
学
校
・
中
学

校
P
T
A
会
員
対
象
）
は
、
年
間
の

学
習
主
題
に
沿
っ
て
月
ご
と
の
小
テ

ー
マ
を
設
け
て
実
施
さ
れ
る
の
が
普

通
で
す
。
年
間
学
習
主
題
が
「
つ
ぎ

の
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
理
解
と
親

の
あ
り
方
」
で
あ
る
場
合
、
月
別
学

習
テ
ー
マ
と
し
て
、
　
「
子
ど
も
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
」
　
「
子
ど
も
の
心

身
の
理
解
」
な
ど
の
ほ
か
に
、
同
年

教
育
の
視
点
か
ら
「
日
常
生
活
に
見

ら
れ
る
不
合
理
や
矛
盾
」
　
「
望
ま
し

い
友
達
関
係
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
習
に
際
し
て
は
、
子
ど
も
の
体

験
、
作
文
や
新
聞
記
事
、
映
画
フ
イ

ル
ム
な
ど
を
教
材
に
、
日
常
生
活
の

中
で
見
逃
し
て
い
る
不
合
理
や
矛

盾
、
ま
た
、
子
ど
も
の
世
界
に
お
け

る
差
別
的
言
動
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
同
和
問
題
を
自
ら
の
課
題
と
し

て
解
決
に
当
た
る
よ
う
、
人
権
の
尊

重
、
科
学
的
な
も
の
の
見
方
、
考
え

方
、
合
理
的
な
生
活
態
度
を
養
い

ま
す
。

　
同
和
教
育
を
｝
層
推
進
す
る
た
め

に
は
、
社
会
教
育
関
係
者
や
社
会
教

育
関
係
団
体
指
導
者
の
研
修
を
行

い
、
広
く
指
導
者
の
資
質
と
指
導
力

の
向
上
を
は
か
る
こ
と
、
学
習
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
映
画
フ
イ
ル
ム
な

ど
、
学
習
教
材
の
提
供
に
努
め
る
こ

と
な
ど
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
同
和
地
区
を
有
す
る
市
町
村
で

は
、
同
和
地
区
に
お
け
る
住
民
の
社

会
的
、
文
化
的
水
準
の
向
上
を
は
か

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
和
対
策

集
会
所
等
の
社
会
教
育
施
設
の
整
備

促
進
に
努
め
、
各
種
の
社
会
教
育
活

動
の
ほ
か
広
く
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
の
活
用
を
は
か
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
和
地
区
に
お
け

る
社
会
教
育
指
導
者
と
し
て
、
社
会

同
和
教
育
指
導
員
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
九
七
一
年
の
社
会
教
育
審
議
会

答
申
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
社
会
教
育
は
地
域
社
会
の
民
主

主
義
の
実
質
化
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
教

育
の
基
本
を
認
識
し
て
、
社
会
教
育

関
係
者
は
日
常
の
社
会
教
育
の
実
践

の
中
で
、
同
和
教
育
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
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大原（新設）・空き家補充

．市営住宅の入居者を募集

還暦式に参加を

　市は、ことし還暦を迎えるみなさん

を心からお祝いし、こんこも地域のリ

ーダーとして活躍されることを祈念す

るため、2月16日に中央公民館で「還

暦式典」を行います。

　住民票に登録されているかたには、

はがきでご案内しますが、登録してい

ないかたで参加ご希望のかたは、直接、

はがきまたは電話で申し込んでくだ
さい。

対象者■大正14年4月2日から大正

　　　　15年4月1日までに生まれ

　　　　たかた
申込期限■2月1日（土）

申し込みと問い合わせ■市社会教育課
（費内線422～424）

　市は、市営住宅の入居者をつぎのと

おり募集します。

　今回は、現在建設中の大原住宅（2

種20戸）と空き家が生じた場合、それ

を補充するための募集（2種のみ）で
す。

　なお、大原住宅のうち2戸について

は、老人世帯用として募集します。

募集期間■2月24日（月）から3月8日

　　　　　（土）まで

募集住宅■①大原住宅（財光寺大原・

　　　　新設）2種20戸〈内訳・老

　　　　人世学用2戸、小世帯（2

　　　　～3人用）8戸、標準世帯

　　　　用（3人以上）10戸〉②

　　　　空き家補充住宅（既設住宅

　　　　～2種）土々呂毛、岩脇、

　　　　伊勢ヶ浜、美々津、美々津

　　　　駅前、墨染市、大王谷、財

　　　　光寺北、大原
入居資格■①市内に居住、または勤務

　　　　　し、現在、住宅に困ってい

　　　　るかた　②現在、同居また

　　　　は同居しようとする親族
　　　　　（婚約者を含む）があるか

　　　　た　③収入基準は、月収8

2月24日から受付けます

　　　　　万7千円以下であること。

　　　　　なお、月収額とは、過去1

　　　　　年間（入居申し込み月の前

　　　　　月から過去1年間）の収入

　　　　　から、同居親族1人当たり

　　　　　29万円を差し引き、さらに

　　　　　12で割った額です。

　　　　　　また、老人世帯用住宅の

　　　　　入居資格については、市建

　　　　　設課までお問い合わせくだ

　　　　　さい。

添付書類■①住民票謄本（家族全員が

　　　　　記載されているもの）②59

　　　　年中の所得証明書③給与
　　　　収入者は、過去1年間（60

　　　　年2月1日から61年1月31

　　　　　日まで）の給与支払証明書。

　　　　　自営業者などは、過去1年

　　　　　間の月別収支明細書。④そ

　　　　のほか市が請求する書類。

申し込み・問い合わせ■市建設課（含
内線335）

　なお、第1種住宅（収入基準が月収

8万7千円を超え、14万1千円以下）

については随時受け付けています。

特別障害者手当制度スタート

　　　　　　　　一4月1日から

　4月1日から「特別障害者手当制度」

がスタートします。

　この制度は、精神または身体に重度

の障害を持つかたに手当を支給するこ

とで、福祉の増進をはかろうというも

のです。

対象■精神または身体に重度の障
　　　　害があるため、日常生活で

　　　　常に特別な介護が必要な20

　　　　歳以上の障害者
手当額■20，000円（月額）

　なお、現在の「福祉手当」は、4月

以降つぎのようにかわります。

　20歳未満のかた

　現在の福祉手当と同様に「障害児福
祉手当」が支給されます。

　20歳以上のかた

　①障害を理由とした年金を受けてい

ないかた

■特別障害者手当の支給要件に該当し

ないかたには、現在の「福祉手当」が

継続して支給されますが、該当するか

たには、　「特別障害者手当」が支給さ

れます。

　②障害福祉年金を受けているかた

■特別障害者手当の支給要件に該当し

ないかたは「障害基礎年金」が、該当す

るかたは「障害基礎年金」と「特別障

害者手当」が支給されます。

　なお、特別障害者手当の認定請求は、

現在、市福祉事務所で受け付けていま

す。くわしくは同事務所（容内線568）

へどうぞ。

　　2月10日に支給

　　　　　　　　一児童手当

　児童手当の2月支給（60年10月から

囲卸第12回県美術展の作購中・くわしくは市社会教育課（含内縁422－424）・

61年1月）分は、2月10日に該当者の

預金口座に振り込みます。

　次回は5月号でおしらせします。

　児童手当のくわしい内容について
は、市福祉事務所（麿内線563）へ。

赤ちゃんは大丈夫？

　市は、生後1歳くらいまでの赤ちゃ

んで、まだ「神経芽細胞腫」の検査を

受けていない赤ちゃんは、早めに検査

するよう呼びかけています。

　この病気は、おもにおなかの中に発

生する子どものガンで、発見が遅れる

と骨などに転移して、手をつくしても

ほとんど治りません。でも、生後1歳

くらいまでに発見して治療すれば、ほ

とんど治すことができます。

　市では、出生届けを市民課窓口に提

出する際、検査セットを手渡していま

すが、赤ちゃんが生後6か月になった

とき、セットの中に入っている“ろ紙、

にひたして封筒に入れ、検査機関に送

るだけで結果がわかります。

　また、検査セットがないかたは、市

曲
｝
窪
脅
魔
垂
下

一覇番号は52－2111番目す

・）
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環境衛生課にありますので、いつでも

取りにおいでください。

　なお、検査は無料ですが、郵送料（60

円）は個人で負担していただきます。

　くわしくは、市環境衛生課（容内線
594、267）か日向保健所（含52－5101）

へどつぞ。

気軽にご相談を

　母子保健推進員は、市内のお母さん

や乳幼児の健康についてのあらゆる相

談に応じています。

　あなたの地域の母子保健推進員は下

表のとおりです。お気軽にご相談を。

氏 名　担当区 ．　住　　所 電　話

高僑 啓湖富高・」・校区 都町5番17号 53－1005

横山美智千財光寺南 財光寺3445 54－8206

男沢智保子財光寺
財光寺長江
@　　　lU－15

54－2484

坂田 京子細　島 細島257 52－4371

柏田 洋子日知屋東 曽根3丁目156 53－0588

田中 昭子日知屋
原町4丁目

@　　　7の13
52－5504

新名 数十大王谷 鼻高6276 53－6156

佐藤 晴美塩　見 塩見4560 53－9402

久我
　　L
ｭ子平　岩 平岩本宮 57－1954

藤原 敬子．美々津
美々津町

@　3033の1
58－O184

16ミリ映写機の検査

　日向入郷地域視聴覚教育協議会は、

60年度の16ミ．1映写機の検査をつぎのと

おり行います。

日　時■2月21日（金）午前8時30分

　　　から午後4時まで
会　場■市中央公民館

方　法圏会場へ映写機を搬入して検査

　　　　を受けてください。ただし、

　　　60年2月1日以降に購入した

　　　映写機は検査の対象にはなり

　　　　ません。

検査料■1台につき4，000円

問い合わせ■協議会事務局（智内線43

3）または市社会教育課（含内線422）

怖いのは
　「消したつもり」と

爾
眸
墜

「消えたはず」
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2等陸海空士自衛官

　自衛隊日向募集事務所は、2等陸海

空士の自衛官を募集しています。

　応募資格は、満18歳から25歳未満の

男子で、入隊すると特別国家公務員と

して給与（初任給月額10万7，400円）が

支給されるほか、いろいろな恩典があ
ります。

　くわしくは、同募集事務所（容52－

6914）または市総務課（麿内線223、22

4）へ。

松竹洋裁学校の生徒

　財光寺・山下の松竹洋裁学校は、日

向高等職業訓練校から委嘱を受けてい

る公認の洋裁校ですが、61年度の生徒

を募集しています。

　着るには流行遅れ、捨てるにはもっ

たいない・…・…そんな服がみなさんのご

家庭にも必ずあるはずです。

　古くなったズボン、スカートなども

ちよっとリフォームするだけで見事な

服に変身します。みなさんも洋裁の技

術を学んでみませんか。

　同校は、園児や小学生など、小さい

お子さんがいるお母さんがたをはじ
め、専門に洋裁を習いたいかたのため

に、各種コースを用意しています。

　申し込みと問い合わせば同校（δ54

－2253）へ。

　
子
ど
も
服
は
、
か
わ
い
く
見
せ
た

い
と
い
う
親
心
を
刺
激
す
る
よ
う

な
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
が
考
え

ら
れ
、
値
段
も
成
人
並
み
の
も
の
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
を
見
る
と
つ

い
選
び
た
く
な
る
の
は
当
然
で
す

が
、
そ
の
前
に
実
用
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
実
用
柱
を
丈
夫
さ
、
取
り
扱
い
や

す
さ
、
安
全
性
に
分
け
て
選
ぶ
と
き

の
注
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

　
生
地
・
縫
製
の
丈
夫
さ

　
丈
夫
な
子
ど
も
服
の
た

め
に
は
、
生
地
が
丈
夫
で
、

縫
製
が
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
構
造
に
無
理
が
な
い

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
生
地
を
選
ぶ
に
は
、
ま

ず
繊
維
名
を
確
か
め
ま
す
。

織
り
目
や
編
み
目
の
粗
い

生
地
、
ベ
ッ
チ
ン
や
ボ
ア

の
よ
う
な
有
毛
織
物
、
透

き
通
る
よ
う
な
薄
い
生
地

は
丈
夫
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

ま
た
、

涯勧纈

　
　
　
　
薄
い
色
や
鮮
明
な
色
は
概

じ
て
B
光
な
ど
で
色
あ
せ
を
起
こ
し

や
す
い
も
の
で
す
。
生
地
に
つ
い
て

は
、
表
地
だ
け
で
な
く
裏
地
や
ポ
ケ

ッ
ト
地
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

よ
・
つ
。

　
縫
製
と
し
て
は
、
縫
い
代
が
十
分

と
う
て
あ
る
こ
と
。
ポ
ケ
ッ
ト
ロ
、

袖
付
け
、
ボ
タ
ン
付
け
、
．
尻
縫
い
な

ど
着
用
中
に
強
い
力
が
加
わ
る
部
分

は
、
、
丈
夫
に
縫
っ
て
あ
る
こ
と
。
ス

カ
ー
ト
な
ど
の
裾
の
ま
つ
り
縫
い
も

よ
く
ほ
つ
れ
て
問
題
と
な
り
ま
す
。
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着
や
す
さ
・
取
り
級
い
や
す
さ

　
構
造
と
し
て
は
、
着
脱
し
や
す
く
、

運
動
し
や
す
い
こ
と
が
た
い
せ
つ

で
、
複
雑
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た

り
、
多
種
類
の
生
地
が
組
み
合
わ
せ

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
服
は
、
実
用
性

と
い
う
面
で
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
取
り
扱
い
や
す
さ
は
外
観
か
ら
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
水
洗
い
が
で

き
な
い
も
の
、
ア
イ
ロ
ン
が
使
え
な

い
も
の
、
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も

水
洗
い
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
の
で
「
取
扱
い
絵
表
示
」

方び選の服もど子

で
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
・
フ
。

　
安
全
性
へ
．
の
配
慮

子
ど
も
撮
に
は
安
全
性
が

何
よ
り
も
た
い
せ
つ
で

す
。
突
起
部
の
鋭
．
い
ボ
タ

ン
や
飾
り
、
フ
ァ
ス
ナ
ー

な
ど
で
け
が
を
す
る
例
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
薄
い
ひ
ら
ひ
ら

し
た
装
飾
や
ボ
ア
の
よ
う

な
長
い
毛
が
あ
る
も
の
は

引
火
し
や
す
く
、
大
事
故

を
招
く
こ
と
が
あ
る
の
で
選
ぶ
と
き

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



人口と世帯（6L　1・1現在）

世帯数　　18，680世帯　　　6増

人　　口　　59，221人　　　38人増

男　　　27，992人　　　12人増

女　　　31，229人　　　26人増

1月の納税

市　県　民　税　　4期

国民健康保険税　　4期

所得税の確定申告は正しく、早目に！

日期間　2月16日から3月15Bまで
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家庭教育を考える集い

　豊かな社会の中で、子どもたちは何

を考え、何をしょうとしているのか一

一市教育委員会とMRT（宮崎放送）

は「豊かな心を育てる親の役割」をテ

ーマに、家庭教育を考える集いを開き

ます。

　近年、子どもたちの行動について、

親として憂えること。心を痛めること

があります。このようなとき、親子の

ありかた、家庭教育について見つめ、

“子どもの豊かな心。を育てるために

はどうしたらよいか一を考える必要

があるのではないでしょうか。

日　時■2月4日（火）12時30分受付、

　　　　13時開会

会　場■市中央公民館

内　容■事例発表と講演。講師は教育

　　　　評論家の阿部進さん

　みなさんの多数のおこしをお待ちし

ています。

「はだかの王さま」上演

　日向おやこ劇場は、2月9日、市の

中央公民館で劇・「はだかの王さま」

を上演します。

　開場は午後6時で、開演は午後6時
30分。

　入場整理券のお求めと問い合わせば

同劇場事務局（南町2の29・a54－16

35）へ。

と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
．

謹　』　　　　　臥
ミ憂　　　　　　　　　　　　　暴
暴ξ．翼箸1・．…．．、．．羅葦瀞・

診嶺華利用案内さ、．
マ三『一z羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　一躍・
タ晴側聞．｝一、三’．．際ご一．モ　㌧‘一一．

．晒顛π麟韓僻一町3謝．
響．触，竺翻一・侮5魯欄8｝一．一・一

諭繭鰺蓼◎≒蒔油滋1・．響・・．

灘一飛i鱗麟主
．鍵饗麹麟露盤継｝ゴ

・携蓬蓬三二二二・、
縄騨、蒙．選勾二二・畢艦もい

　　乳幼児の健康診査

　1歳児

日　時■2月3日　13：00～14：00

対象■60年1月生まれ

　1歳児6か月

日　時■2月20日　13：00～14：00

対　象■59年7月生まれ

　3歳児

日　時■2月7日　13：00～14：00

対象門58年1月生まれ

　※場所はいずれも市民健康管理セン

ター（費内線595）です。母子健康手帳

も忘れずに！

2月の休日在宅医

2日■黒木医院（内科）’52－6055

　　稲原眼科852－2209　山元医院

　　　（小児科）’53－6066寺尾医

　　　院（産婦・外科）’63－1447

9日■甲斐医院（外・脳神経外科）’

　　　53－5000　児玉医院（小児科）

　　　’52－2530　田中病院（内・放

　　　・精神科）♂63－1446

11日■和田病院（内・外・放射線科）

　　　’52－2045　佐藤医院（内・小

　　　児科）’52－3324　滝井病院（内

　　　・精神科）’52－2409　田中眼

　　　示斗4ゆ52－4009

16日■三股病院（内・外・皮・泌・婦

　　　・呼）’58－0034　今給黎医院

　　　（内科）’54－2459　東医院（内

　　　・小児科）♂63－2800

23日■吉田医院（内・小・放射線科）

　　　’54－4401渡辺病院（産婦・

　　　泌・内科）♂57－1011樋ロ病

　　　院（内・外科）’63－1036

　※当番医がかわる場合があります。

テレフォンサービス（魯53－1214）で

確認を！

印
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　　■愛のご寄付（敬称略）

　社会福祉協議会へ

　〉鈴木政徳（西川内）　［〉日向地区

慈善茶会（北町）　［〉新名里美（鵜毛）

　〉山中俊博（山下）　〉江藤安昌（永

江）　〉石崎静夫（亀崎南）　〉竹元

シズカ（三島2）　〉菊池ミツエ（美

々津）　〉山中恵美子（土々呂）　［〉

木村シズカ（本谷）　〉甲斐武吉（吉

野川）　〉松木良介（美砂）　〉本部

邦年（鶴町）　［〉児玉隆博（本谷）

〉小西利夫（吉野川）　〉児玉秀男（往

還）　［〉松浦旦（幸脇）　〉中嶽おた

の（比良）　〉荒瀬作太郎（宮崎市）

　［〉春日流寿信会（北町）　〉小城躬

子（山手町）　〉片桐丈夫（吉野川）

　〉田中勝美（新生町）　［〉長友マコ

ト（往還）　〉相馬八重子（都町）

〉黒木豊（庄手）　〉高鍋信用金庫杉

の子会（原町）

　交通遺児等育英協議会へ

　〉日向同盟（新生町）　［〉日向青年

会議所（本町）

句読点

　1986年の新しい年が明けました。

ことしも「広報ひゆうが」をよろ

しくお願いします。

　6・7ページの「みんなのページ」

おかげでとても好評です。

　でも、そろそろネタ不足一。ど

なたかあわれな広報マンに愛の情

報を！　お便り（お電話）待って

ま～す。
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